
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 平成30年８月～９月に実施した「食品の安全性」及び「食育」に関する県民意識調査の結果

がまとまりました。今回は、「食品の安全性」に関する主な結果を紹介します。 

 なお、来年度は本調査の結果を基に「食品安全基本計画（2020-2023）」を策定します。 
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群馬県 食品・生活衛生課 

■食品の安全に関すること 

調査期間：平成30年８月20日 ～ ９月３日  

対象者：一般県民（18 歳以上の男⼥）2,000 人  回収率：50.8% （1,016人 ／ 2,000人） 

 最近の食品の安全性に関して「不安」とした 

人の割合は約３割（34.2%）  でしたが、平成 

26年度に実施した前回の調査（48.9%）に 

比べ減少しています。 
※「不安（4.5％）」と「どちらかというと不安（29.7％）」の合計 

最近の食品の安全性への不安とその要因 

 また、不安の要因について前回と比較する

と、「不安」とした人が多かった上位（輸入

食品、食品の偽装表示、放射性物質）の順番

に変化はありませんでしたが、ほとんどの要

因について、「不安」とした人の割合は減少

しています。（図１） 

県に望む重要施策 

 重要施策にあがった上位の項目は前回と同様 

でしたが、食中毒対策が１位になっています。 

【「不安」、「どちらかというと不安」の合計値】 

図１ 項目別にみた食品の安全性への不安の状況 

調査方法 

 

 

※ 

★ 公開講座、出前講座、電話相談等の 

    ほか、食の現場を訪問して事業者と 

    直接交流する機会を提供するなど、 

  食の安全に関する不安解消に引き続 

  き努めてまいります。 

★ 群馬県では、食中毒発生状況を踏まえ、毎年度策定する「食品衛生監視指導計画」の中で重点 

  施策を定め、食品の安全確保対策を進めています。 

  平成31年度は、「食中毒対策」、「輸入食品対策」、「残留農薬対策」のほか、「HACCPに  

  よる衛生管理の導入支援」、「食物アレルギー対策」、「放射性物質汚染食品対策」について 

    重点的に取り組むこととしています。 

    県に望む重要施策の上位3位  ※（ ）は平成26年度の順位 

  

  第１位 食中毒対策         （第３位） 

  第２位 輸入食品の安全性確保    （第１位） 

  第３位 農薬の適正使用・基準の遵守   （第２位）  



 

 

ご意見・ご感想 

お問い合わせは 

こ ち ら へ 

★公式フェイスブックで情報発信中！（https://www.facebook.com/gunma.shoku.anzen/） 

  

 食中毒予防３原則の認知度は、 

約６割（59.6%）  でした。 
 ※「よく知っていた（13.2%）」と 

  「ある程度知っていた（46.4%）」の合計 

食中毒予防３原則の認知度 

 食中毒を防ぐための３原則は、食中毒菌を「つけない」、「ふやさない」、「やっつける」

です。「正しい手洗い」、「食品の低温保存」、「十分な加熱」を徹底しましょう。 

 食品表示法が施行され、新しい基準 

ができたり、一部の表示方法が変更に 

なったことの認知度は約２割 

（20.2%）  でした。（図３） 
 ※「よく知っていた（1.7%）」と 「ある程度知っていた（18.5%）」の合計 

食品表示法の認知度 

 県では、食品表示のしくみについて解説した学習教材（DVD）を作成

し、貸し出しをしています。また、YouTubeでも配信しています。 

 
 

 

（https://youtu.be/a5ful5h-pv8） 

※県ホームページに「食品の安全等に関する県民意識調査報告書」の全文を掲載しています。 

 次回は、「食育」の調査結果をお伝えします。 
     （http://www.pref.gunma.jp/05/by01_00194.html） 

※ 

※ 

図２ 食中毒予防３原則の認知度 

図３ 食品表示法施行に関する認知度 

食中毒予防の３原則は？ 

 食品表示をよりわかりやすい制度とするため、2015年４月、新たな法律「食品表示法」が

施行されました。 

 この法律により、新たに「機能性表示食品」の基準が設けられたほか、「栄養成分表示の義

務化」や「アレルギー表示をわかりやすくする」などの変更がありました。 

 なお、この法律は、５年間の経過措置期間を経て、2020年４月に完全施行されます。  

食品表示の方法が変わるの？ 

（図２） 

 

★ 食中毒予防や食品表示については、県民の皆様に引き続き周知が必要と考えております。 

  本情報紙やホームページ、フェイスブックなどを通じて情報発信をしてまいります。 


